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令和４年度大村市農業集落排水事業会計予算 

（総 則） 

第１条 令和４年度大村市農業集落排水事業会計の予算は、次に定めるところによる。 

（業務の予定量） 

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。 

（１）年間総処理水量 ６７３，３３５ｍ3 

（２）一日平均処理水量 １，８４５ｍ3

（収益的収入及び支出） 

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。 

収 入

第１款 農業集落排水事業収益 ４０９，５７２千円 

第１項 営業収益 ９４，６１６千円 

第２項 営業外収益 ３１４，９５３千円 

第３項 特別利益 ３千円 

支 出

第１款 農業集落排水事業費用 ３７６，６１７千円 

第１項 営業費用 ３３４，２４１千円 

第２項 営業外費用 ４１，５９６千円 

第３項 特別損失 ２８０千円 

第４項 予備費 ５００千円 

（資本的収入及び支出） 

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支

出額に対し不足する額 １１９，０５０千円は、過年度分損益勘定留保資金 ３１，１

８２千円及び当年度分損益勘定留保資金 ８７，８６８千円で補塡するものとする。）。 
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収 入

第１款 資本的収入 １５２，５６４千円 

第１項 分担金 １２，３６３千円 

第２項 補助金 １４０，２００千円 

第３項 固定資産売却代金 １千円 

支 出

第１款 資本的支出 ２７１，６１４千円 

第１項 建設改良費 ２５，９３３千円 

第２項 企業債償還金 ２４３，６８１千円 

第３項 予備費 ２，０００千円 

（一時借入金） 

第５条 一時借入金の限度額は、５００，０００千円と定める。 

（予定支出の各項の経費の金額の流用） 

第６条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定め

る。 

（１） 営業費用と営業外費用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費） 

第７条 次に掲げる経費については、その経費の金額を、それ以外の経費の金額に流用し、

又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議会の議決を経なければなら

ない。 

（１）職員給与費 ２６，９３３千円 

（他会計からの補助金） 

第８条 農業集落排水事業における臨時財政特例債元利償還金等の経費に充てるため、一

般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、３６９，０９５千円である。 

令和４年２月２４日提出 

大村市長 園 田 裕 史 
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予定額
（千円）

備　　　　　　　　考

1 農業集落排水 409,572

事 業 収 益 1 営 業 収 益 94,616

1 農業集落排水施設

使 用 料

2 そ の 他 営 業 収 益 147

2 営業外収益 314,953

1 他 会 計 補 助 金 228,895 一般会計補助金

2 長 期 前 受 金 戻 入 86,022

3 雑 収 益 36

3 特 別 利 益 3

1 固 定 資 産 売 却 益 1

2 過年度損益修正益 1

3 そ の 他 特 別 利 益 1

予定額
（千円）

備　　　　　　　　考

1 農業集落排水 376,617

事 業 費 用 1 営 業 費 用 334,241

1 管 渠 費 9,256

2 処 理 場 費 126,890

3 業 務 費 3,842

4 総 係 費 23,575

5 減 価 償 却 費 169,513
6 資 産 減 耗 費 1,165 固定資産の除却

2 営業外費用 41,596

1 支 払 利 息 及 び

企 業 債 取 扱 諸 費

2 補 助 金 15
水洗便所改造資金貸
付金利子補給金

3 消 費 税 及 び

地 方 消 費 税

4 雑 支 出 1

3 特 別 損 失 280

1 過年度損益修正損 279
過年度調定分還付金
ほか

2 そ の 他 特 別 損 失 1

4 予 備 費 500

1 予 備 費 500

消費税及び地方消費
税納付分

10,000

94,469

令和４年度大村市農業集落排水事業会計予算実施計画

収益的収入及び支出

収　　   入

款 項 目

31,580 企業債等の支払利息

支　　   出

款 項 目
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予定額
（千円）

備　　　　　　　　考

1 資本的収入 152,564

1 分 担 金 12,363

1 分 担 金 1

2 工 事 負 担 金 12,362 汚水管移設工事負担金

2 補 助 金 140,200

1 他 会 計 補 助 金 140,200 一般会計補助金

3 固定資産売却代金 1

1 固定資産売却代金 1

予定額
（千円）

備　　　　　　　　考

1 資本的支出 271,614

1 建 設 改 良 費 25,933

1 単 独 事 業 25,933 汚水管移設工事ほか

2 企 業 債 償 還 金 243,681

1 企 業 債 償 還 金 243,681 企業債の元金償還

3 予 備 費 2,000

1 予 備 費 2,000

資本的収入及び支出

収　　   入

款 項 目

支　　   出

款 項 目
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1

退職給付費

（千円）

3,657

3,657

3,657

3,657

ア

退職給付費

（千円）

3,657

3,657

3,657

3,657

備考　（　）内は、短時間勤務職員について外書きする。

区　　　　　　　　分

職   員   数 給　　　　　与　　　　　費 法　定
福利費

合　　計
特別職 一般職 報　酬 手　当 計

（人） （人） （千円） （千円）

手　当 手　当 手　当 勤務手当 手　当

（千円） （千円） （千円）

△ 336 △ 144 1,236

876 336 195 1,592 3,900

303 2,602

手
当
の
内
訳

区　分

扶　養 住　居 通　勤 時間外 期末勤勉

（千円） （千円）

本年度 876 51 1,592 5,136

比　較

前年度

比
　
較

303 2,602

資本勘定支弁職員

損益勘定支弁職員 1,543 756 2,299

前
年
度

合　　　　　　計 1,543 756 2,299

損益勘定支弁職員 3 10,327

合　　　　　　計 3 10,327 6,899 20,883 3,448 24,331

資本勘定支弁職員

11,870 7,655 23,182 3,751 26,933

6,899 20,883 3,448 24,331

（千円） （千円）

本
年
度

損益勘定支弁職員 3 11,870 7,655 23,182 3,751 26,933

資本勘定支弁職員

合　　　　　　計 3

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円）

区　　　　　　　　分

職   員   数 給　　　　　与　　　　　費 法　定
福利費

合　　計
特別職 一般職 報　酬 給　料 手　当

給 与 費 明 細 書

総　　括

計

（千円） （千円） （千円）

合　　　　　　計 3 7,655 23,182 3,751 26,933

24,331

24,331

資本勘定支弁職員

比
　
較

損益勘定支弁職員 1,543 756 2,299 303

合　　　　　　計 1,543 756 2,299 303

2,602

資本勘定支弁職員

2,602

手
当
の
内
訳

区　分

扶　養 住　居 通　勤 時間外 期末勤勉

手　当 手　当 手　当 勤務手当 手　当

（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

本年度 876 51 1,592

前年度 876 336 195 1,592 3,900

比　較 △ 336 △ 144 1,236

備考　(　)内は、再任用短時間勤務職員について外書きする。

会計年度任用職員以外の職員

給　料

（千円）

本
年
度

損益勘定支弁職員 3 11,870 7,655 23,182 3,751 26,933

資本勘定支弁職員

11,870

5,136

前
年
度

損益勘定支弁職員 3 10,327 6,899 20,883 3,448

合　　　　　　計 3 10,327 6,899 20,883 3,448

－　6　－



イ

退職給付費

（千円）

２ 　給料及び手当の増減額の明細

３

(1) 職員１人当たり給与 (2) 初任給

（円）

（円）

（歳）

（円）

（円）

（歳）

法　定
福利費

合　　計
特別職 一般職 報　酬 給　料 手　当

会計年度任用職員

計

（人） （人） （千円） （千円） （千円） （千円）

区　　　　　　　　分

職   員   数 給　　　　　与　　　　　費

（千円） （千円）

本
年
度

損益勘定支弁職員

資本勘定支弁職員

合　　　　　　計

合　　　　　　計

資本勘定支弁職員
前
年
度

合　　　　　　計

損益勘定支弁職員

損益勘定支弁職員

手
当
の
内
訳

区分

通　勤 期末勤勉

本年度

比　較

前年度

比
　
較

資本勘定支弁職員

手　当 手　　当

（千円） （千円）

昇給に伴う増加分 213  定昇率1.71％

その他の増減分

備考　　（　）内は、パートタイム会計年度任用職員について外書きする。

区　分 増減額（千円） 増 減 事 由 別 内 訳 （千円） 説　明 備　考

1,330  異動等による

手 当 756
制度改正に伴う増減分 △ 131

その他の増減分 887  異動等による

給 料 1,543

平 均 給 料 月 額 288,033

平 均 給 与 月 額 360,649

平 均 年 齢 42.0

　給料及び手当の状況

区　　　　　　分 企 業 職

区　分 企業職（円）
一般会計の制度

行政職（円）令和３年
１２月１日現在

平 均 年 齢 40.0

本
年
度

高校卒 150,600 150,600

令和２年
１２月１日現在

平 均 給 料 月 額 281,033

平 均 給 与 月 額 335,623
大学卒 182,200 182,200
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(3) 級別職員数（かっこ書きは再任用職員）

（級別の標準的な職務内容）

(4) 昇給

(5) 期末手当・勤勉手当（かっこ書きは再任用職員）

(6) 定年退職及び勧奨退職に係る退職手当（かっこ書きは平成２６年７月１日以降）

(7) その他の手当

７級

職員の級区　分

令和２年
１２月１日現在

１級

計

１級

２級

３級

４級

５級

職員数(人) 構成比(％)

６級

通　　　　勤　　　　手　　　　当 同　　　　　じ

区　　　　　　　　　　　　　　分 一 般 会 計 の 制 度 と の 異 同

扶　　　　養　　　　手　　　　当 同　　　　　じ

住　　　　居　　　　手　　　　当 同　　　　　じ

一 般 会 計 の
制 度
（ 支 給 率 等 ）

24.586875 33.27075 47.709 47.709
定年前早期

退職者特例措置
2％～45％加算

支 給 率 等 24.586875 33.27075 47.709 47.709
定年前早期

退職者特例措置
2％～45％加算

備　考
の 者 ( 月 分 ) の 者 ( 月 分 ) の 者 ( 月 分 ) （月分） 加 算 措 置 等

区　分
20 年 勤 続 25 年 勤 続 35 年 勤 続 最 高 限 度 額 そ の 他 の

一般会計の制度 有

前年度 有2.225

2.150

2.225

2.150

4.45

4.30

(1.175)

(1.125)

(1.175)

(1.125)

(2.35)

(2.25)

本年度 有

支給率計 職 制 上 の 段 階 、
職 務 の 級 等 に よ る
加 算 措 置

備　考
６月(月分) １２月(月分) （月分）

2.150 2.150 4.30(1.125) (1.125) (2.25)

　１　係長の職務
　２　主任の職務

４級

区　　　分
本　年　度

区　分
支給期別支給率

号給数別内訳

２号給 （人）

４号給 （人）

前　年　度

企　業　職 企　業　職

職員数（Ａ）（人） 3 3

昇給に係る職員数（Ｂ）（人） 3 3

比率（Ｂ）／（Ａ）（％） 100.0%

７級

６級

企　　　業　　　職

　部長の職務 ３級 　主査の職務

　相当の知識又は経験を必要とする業務を行う職務

　定型的な業務を行う職務

　課長の職務 ２級

５級 　課長補佐の職務

計 3 100.0 3 100.0

１級

２級 1 33.3 1 33.3

３級 2 66.7 2 66.7

令和３年
１２月１日現在

７級

区　分 職員の級 職員数(人) 構成比(％)

４級

５級

６級

100.0%

3 3

６号給 （人）

８号給 （人）
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期 間 金 額 期 間 金 額 自己資金

千円 千円 千円 千円

大村市下水道施設運転管
理業務委託

53,946
令和元年度から
令和３年度まで

30,420
令和４年度から
令和５年度まで

23,526 23,526

大村市上下水道局料金徴
収等業務委託

19,570
令和元年度から
令和３年度まで

11,310
令和４年度から
令和５年度まで

8,260 8,260

大村市下水道施設運転管
理業務委託（その２）

800
令和２年度から
令和３年度まで

400
令和４年度から
令和５年度まで

400 400

大村市上下水道局料金徴
収等業務委託（その２）

290
令和２年度から
令和３年度まで

145
令和４年度から
令和５年度まで

145 145

債務負担行為に関する調書

事　　項 限度額

左の財源内訳

前 年 度 末 ま で の

支 払 義 務 発 生

（見込）額

当 該 年 度 以 降 の

支 払 義 務 発 生

  予 定 額
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千円
1 業務活動によるキャッシュ・フロー

当年度純利益 46,516

減価償却費 169,513

固定資産除却費 1,165

貸倒引当金の増減額（△は減少） △ 52

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,967

賞与引当金の増減額（△は減少） 237

法定福利費引当金の増減額（△は減少） 69

長期前受金戻入額 △ 86,022

受取利息及び配当金 0

支払利息 31,580

有形固定資産売却損益（△は益） 0

未収金の増減額（△は増加） △ 6,770

未払金の増減額（△は減少） 12,995

前払金の増減額（△は増加） 0

預り金の増減額（△は減少） 0

小計 171,198

利息及び配当金の受取額 0

利息の支払額 △ 31,580

業務活動によるキャッシュ・フロー 139,618

2 投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 25,575

有形固定資産の売却による収入 1

無形固定資産の取得による支出 0

無形固定資産の売却による収入 0

国庫補助金等による収入 0

国庫補助金等返還による支出 0

一般会計からの繰入金による収入 128,074

負担金による収入 11,239

寄附金による収入 0

その他投資による支出 0

投資活動によるキャッシュ・フロー 113,739

3 財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入 0

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出 △ 243,681

その他の企業債による収入 0

その他の企業債の償還による支出 0

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 243,681

資金増加額（又は減少額） 9,676

資金期首残高 59,153

資金期末残高 68,829

令和４年度大村市農業集落排水事業予定キャッシュ・フロー計算書

（令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで）
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資　　　産　　　の　　　部　

1 円 円 円 円

(1)

ｲ 179,147,854

ﾛ 474,422,351

△ 177,522,667 296,899,684

ﾊ 776,789

△ 737,950 38,839  

ﾆ 7,450,082,038

△ 3,293,816,306 4,156,265,732

ﾎ 1,864,391,419

△ 930,964,264 933,427,155

ﾍ 0

0 0

ﾄ 0

5,565,779,264

(2)

ｲ 4,672,995

4,672,995

5,570,452,259

2

(1) 68,828,899

(2) 13,361,428

△ 6,000 13,355,428

82,184,327

5,652,636,586

機 械 及 び 装 置

令和４年度大村市農業集落排水事業予定貸借対照表（当年度分）

（令和５年３月３１日）

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

土 地

建 物

減 価 償 却 累 計 額

建 物 付 属 設 備

減 価 償 却 累 計 額

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額

未 収 金

減 価 償 却 累 計 額

車 両 運 搬 具

減 価 償 却 累 計 額

建 設 仮 勘 定

有 形 固 定 資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

無形固定資産合計

固 定 資 産 合 計

流 動 資 産

現 金 預 金

貸 倒 引 当 金

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

－　12　－



負　　　債　　　の　　　部　

3

(1)

ｲ 1,120,920,234

1,120,920,234

(2)

ｲ 15,202,582

15,202,582

1,136,122,816

4

(1) 0

(2)

ｲ 236,032,657

236,032,657

(3) 32,462,172

(4) 134,662

(5)

ｲ 1,633,000

ﾛ 340,000

1,973,000

270,602,491

5

(1) 4,950,063,650

(2) △ 1,923,975,786

3,026,087,864

4,432,813,171

資　　　本　　　の　　　部　

6 656,100,351

7

(1)

ｲ 416,636,734

ﾛ 91,729,506

ﾊ 299,729

ﾆ 0

ﾎ 8,541,095

517,207,064

(2)

ｲ 46,516,000

46,516,000

563,723,064

1,219,823,415

5,652,636,586

引 当 金 合 計

固 定 負 債

企 業 債

建設改良費等の財源に

充てるための企業債

企 業 債 合 計

引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

法 定 福 利 費 引 当 金

固 定 負 債 合 計

流 動 負 債

一 時 借 入 金

企 業 債

建設改良費等の財源に

充てるための企業債

企 業 債 合 計

未 払 金

預 り 金

引 当 金

賞 与 引 当 金

他 会 計 補 助 金

引 当 金 合 計

流 動 負 債 合 計

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

長 期 前 受 金
収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

負 債 合 計

資 本 金

剰 余 金

資 本 剰 余 金

負 債 資 本 合 計

国 庫 補 助 金

工 事 負 担 金

受 贈 財 産 評 価 額

分 担 金

資 本 剰 余 金 合 計

利 益 剰 余 金

当年度未処分利益剰余金

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計

資 本 合 計
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千円 千円 千円
1 営 業 収 益 (ｲ)
(1) 農業集落排水施設使用料 87,275
(2) そ の 他 営 業 収 益 154 87,429

2 営 業 費 用 (ﾛ)
(1) 管 渠 費 8,311
(2) 処 理 場 費 116,382
(3) 業 務 費 3,493
(4) 総 係 費 21,266
(5) 減 価 償 却 費 172,454
(6) 資 産 減 耗 費 631 322,537

営 業 損 失 (ﾛ)-(ｲ)=(ﾊ) 235,108

3 営 業 外 収 益 (ﾆ)
(1) 他 会 計 補 助 金 235,158
(2) 長 期 前 受 金 戻 入 85,234
(3) 雑 収 益 37 320,429

4 営 業 外 費 用 (ﾎ)
(1) 支 払 利 息 及 び 37,250

企 業 債 取 扱 諸 費

(2) 補 助 金 15
(3) 雑 支 出 18 37,283 283,146

経 常 利 益 (ﾊ)+(ﾆ)-(ﾎ)=(ﾍ) 48,038

5 特 別 利 益 (ﾄ)
(1) 固 定 資 産 売 却 益 1
(2) 過 年 度 損 益 修 正 益 1
(1) そ の 他 特 別 利 益 1 3

6 特 別 損 失 (ﾁ)
(1) 過 年 度 損 益 修 正 損 99
(2) そ の 他 特 別 損 失 1
(3) 災 害 に よ る 損 失 0 100 △ 97

(ﾍ)+(ﾄ)-(ﾁ)=(ﾘ) 47,941
0

0
47,941

 令和３年度大村市農業集落排水事業予定損益計算書（前年度分）

当 年 度 純 利 益

前 年 度 繰 越 利 益 剰 余 金

当 年 度 未 処 分 利 益 剰 余 金

 （令和３年４月１日から令和４年３月３１日まで）

そ の 他 未 処 分 利 益 剰 余 金
変 動 額
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1 円 円 円 円

(1)

ｲ 179,148,854

ﾛ 474,422,351

△ 169,836,667 304,585,684

ﾊ 776,789

△ 737,950 38,839

ﾆ 7,436,883,038

△ 3,160,702,306 4,276,180,732

ﾎ 1,853,180,419

△ 902,634,264 950,546,155

ﾍ 0

0 0

ﾄ 0

5,710,500,264

(2)

ｲ 5,055,995

5,055,995

5,715,556,259

2

(1) 59,153,339

(2) 6,591,528

△ 58,000 6,533,528

65,686,867

5,781,243,126

流 動 資 産 合 計

資 産 合 計

貸 倒 引 当 金

無 形 固 定 資 産

ソ フ ト ウ ェ ア

有形固定資産合計

建 物

減 価 償 却 累 計 額

減 価 償 却 累 計 額

建 物 付 属 設 備

構 築 物

減 価 償 却 累 計 額

建 設 仮 勘 定

無形固定資産合計

現 金 預 金

流 動 資 産

未 収 金

固 定 資 産 合 計

土 地

減 価 償 却 累 計 額

機 械 及 び 装 置

減 価 償 却 累 計 額

車 両 運 搬 具

令和３年度大村市農業集落排水事業予定貸借対照表（前年度分）

（令和４年３月３１日）

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

資　　　産　　　の　　　部　
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負　　　債　　　の　　　部　

3

(1)

ｲ 1,356,954,234

1,356,954,234

(2)

ｲ 13,235,582

13,235,582

1,370,189,816

4

(1) 0

(2)

ｲ 243,679,657

243,679,657

(3) 19,467,712

(4) 134,662

(5)

ｲ 1,396,000

ﾛ 271,000

1,667,000

264,949,031

5

(1) 4,810,750,650

(2) △ 1,837,953,786

2,972,796,864

4,607,935,711

資　　　本　　　の　　　部　

6 608,159,351

7

(1)

ｲ 416,636,734

ﾛ 91,729,506

ﾊ 299,729

ﾆ 0

ﾎ 8,541,095

517,207,064

(2)

ｲ 47,941,000

47,941,000

565,148,064

1,173,307,415

5,781,243,126

固 定 負 債 合 計

未 払 金

預 り 金

引 当 金

流 動 負 債

一 時 借 入 金

建設改良費等の財源に

企 業 債

企 業 債 合 計

充てるための企業債

流 動 負 債 合 計

繰 延 収 益

長 期 前 受 金

工 事 負 担 金

剰 余 金

資 本 金

賞 与 引 当 金

法 定 福 利 費 引 当 金

引 当 金 合 計

資 本 剰 余 金 合 計

利 益 剰 余 金 合 計

剰 余 金 合 計

利 益 剰 余 金

当年度未処分利益剰余金

国 庫 補 助 金

負 債 合 計

長 期 前 受 金

資 本 剰 余 金

他 会 計 補 助 金

収 益 化 累 計 額

繰 延 収 益 合 計

負 債 資 本 合 計

受 贈 財 産 評 価 額

分 担 金

資 本 合 計

引 当 金 合 計

固 定 負 債

企 業 債

企 業 債 合 計

引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

建設改良費等の財源に

充てるための企業債
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注記 

 

  Ⅰ 重要な会計方針 

    平成２６年度から、改定後の地方公営企業会計基準を適用して、財務諸表等を作成している。 

   １ 固定資産の減価償却の方法 

   （１）有形固定資産 

  ・減価償却の方法     定額法による。 

  ・主な耐用年数 

   建物          １５～５０年 

   構築物         １０～５０年 

   機械及び装置      １５年 

   工具・器具及び備品   ４～１５年 

   （２）無形固定資産 

  ・減価償却の方法     定額法による。 

  ・主な耐用年数 

   ソフトウェア      ５年 

２ 引当金の計上方法 

   （１）退職給付引当金  

      職員の退職手当の支給に備えるため、当年度末における退職手当の要支給額に相当する金

額を計上している。 

   （２）賞与引当金 

      職員の期末手当及び勤勉手当の支給に備えるため、当年度末における支給見込額に基づき、

当年度の負担に属する額を計上している。 

   （３）法定福利費引当金 

      職員の期末手当及び勤勉手当に係る法定福利費の支出に備えるため、当年度末における支

給見込額に基づき、当年度手当の負担に属する額を計上している。 

   （４）貸倒引当金 

      債権の不納欠損による損失に備えるため、貸倒実績率により、回収不能見込額を計上して

いる。 

   ３ 消費税及び地方消費税の会計処理 

     消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっている。 
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  Ⅱ 予定貸借対照表等関連 

 １ 企業債の償還に係る他会計の負担 

   令和４年度において、貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算し

て１年以内に償還予定のものを含む。）のうち、他会計が負担すると見込まれる額は１，２０３，

６１６千円である。 

２ 令和３年度予定貸借対照表における引当金の取崩し 

   （１）賞与引当金の取崩し 

      令和３年度において、期末手当及び勤勉手当として支給するため、賞与引当金１，６８４

千円を取り崩すこととする。 

   （２）法定福利費引当金の取崩し  

      令和３年度において、期末手当及び勤勉手当の支給に伴う法定福利費として支払うため、

法定福利費引当金２６９千円を取り崩すこととする。 

（３）貸倒引当金の取崩し 

      令和３年度において、債権の不納欠損による損失を処理するため、貸倒引当金９２千円を

取り崩すこととする。 

 ３ 令和４年度予定貸借対照表における引当金の取崩し 

   （１）賞与引当金の取崩し 

      令和４年度において、期末手当及び勤勉手当として支給するため、賞与引当金１，３９６

千円を取り崩すこととする。 

   （２）法定福利費引当金の取崩し  

      令和４年度において、期末手当及び勤勉手当の支給に伴う法定福利費として支払うため、

法定福利費引当金２７１千円を取り崩すこととする。 

   （３）貸倒引当金の取崩し 

      令和４年度において、債権の不納欠損による損失を処理するため、貸倒引当金５８千円を

取り崩すこととする。 

   

  Ⅲ その他注記 

    新会計基準移行に係る経過措置 

   （１）退職給付引当金に関する経過措置 

      会計基準変更時差異（２９，５０２千円）については、平成２６年度から職員の退職まで

の平均残余勤務年数（１５年）にわたり、均等額を費用処理している。 

   （２）みなし償却制度の廃止に伴う経過措置 

      平成２６年３月３１日における償却資産の取得又は改良に充てるための補助金等で現に資

本剰余金として整理している額については、平成２６年３月３１日以前に取得又は改良した

資産で、取得又は改良した資産と補助金等との対応関係を個別的に把握できる資産を除いた

すべての資産（ただし、補助金等を充てずに取得又は改良したことが明らかな資産は除く。）

を対象とした按分等の方法を用いて合理的に整理している。 

－　19　－


	空白ページ
	空白ページ



